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開 発 報 告
関西大学 SNS の取組みについて
砂　田　吉　史＊、笹　川　　　剛＊＊、江　村　優　太＊＊＊
■概　要
　関西大学 SNS（Kansai University Social Networking Service）は、関西大学の学生や
教員、職員のコミュニケーションの手段・場として、本学の IT センターが2008年（平成20
年）から運営しているサービスです。
　関西大学 SNS では、授業やゼミ・研究活動を始め、クラブやサークルなどの課外活動、趣
味・嗜好などの日常生活での交流にも活用できます。
　関西大学 SNS は、大学の利用者 ID を持っていれば参加することができます。また、卒業
生や保護者の方への利用拡充を行い、大学に関わりのある様々なステークホルダーとの繋が
りの一助となることに期待しています。
■開発の背景
○ 2005年（平成17年）IT 化推進グランドデザインが作成され、その施策のひとつに、学生、
教職員、父母、校友（卒業生）を結ぶ「関大ファミリーの確立」が掲げられました。
○ 2006年（平成18年）「IT 化推進プロジェクト」が発足され、学内（学生・教職員）、父母、
校友、受験生の切り口から情報発信のサービス内容が検討されました。
　同プロジェクトでは、学生、教職員、父母、校友を結ぶ関大ファミリーの形成を目的に、
多種多様なサービス提供として情報発信を行うポータルサイトを構築し、そのコミュニティ
を担う中核的なサービスとして SNS（Social Networking Service）を導入することが決定
されました。
　SNS には、授業やゼミ、学内行事をはじめ、クラブ・サークル等の課外活動、就職活動や
学生生活の話題など多様なコミュニティが立ち上がり、校友や父母など本学に深く関係する
者が利用することで、在学中から卒業後の生涯に渡って関西大学と係わり続けることができ
ると考えられました。また、学生と校友などの世代を超えた交流や地域を超えた父母同士の
交流など、これまでにないコミュニティが構築されることも期待されました。
＊　　　学術情報事務局（IT センター）　システム開発課
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○ 2007年（平成19年）に開発ベンダを決定し、検討の結果、以下の運用方針としました。
　•学生、教職員を対象にサービス範囲を限定してスタート（スモールスタート）する。
　• 授業やゼミ・研究室での利用、課外活用での利用、日常生活での利用を想定する。
　• 授業等での利用を考慮し、匿名ではなく実名・学籍番号を表記する。
　• コミュニティ（同好者間での情報交換）、レビュー（自己紹介）、アバター、日記の機能
を備える。
　• パソコンおよび携帯電話からアクセスを可能とする。
○ 2008年（平成20年） 6 月　利用者の意見や利用方法の調査、運用のノウハウを蓄積するた
め試験運用を開始しました。
○ 2008年（平成20年）9 月　全学的なサービスを開始しました。関西大学 SNSの管理・運営
は、外部に委託し、学内では IT センターシステム管理課（現　学術情報事務局システム
管理課）が担当することとしました。
■趣旨・目的
　関西大学 SNS は、関西大学の利用者 ID を持つ学生、教員、職員のコミュニケーションの
手段・場としてのサービスを提供します。利用者は、授業やゼミ・研究活動を始め、クラブ
やサークルなどの課外活動や趣味・嗜好などの日常生活において、自主的な活動の交流に活
用できます。（関西大学 SNS　ログインのトップページに記載）
■主な機能・サービス
○ システム概要
　• オープンソース・ソフトウェアの“OpenPNE ver2.6”を使用し、本学用に改修を行っ
ています。
○ 利用規約の制定
　• 利用規約は、本学のネットワーク利用の規則に準拠しています。
　• 新規利用の際には、利用規約（図 1 ）に同意の上、利用登録を行っています。
図 1 ．利用規約
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○ 管理者機能（利用者管理・不適切利用の防止）
　• 利用者の登録情報の確認や利用状況などを把握できるようにしています。また、不適切
な利用が発生した場合に備え、投稿内容の非表示や利用停止の機能を設けています。
　• 以下の管理業務用支援ツールを導入しています。
　　1）通報メール（＋お問い合わせ）
　　2）禁止ワード（フィルタリング）登録機能：日記、コメント等の禁止ワードを設定
　　3）投稿画像の監視機能
○ 利用者機能
ａ）プロフィール
　• プロフィール入力項目（図 2 ）には、学籍番号・教職員番号、学部・学科名称を追加し
ています。氏名、メールアドレス、学部・学科名称の情報は自動で登録されます。
　• 登録完了後は、管理者から完了通知メールが届き、その後はホーム画面（図 3 ）に移り
ます。
　• ホーム画面では、プロフィールやアバターを変更することが可能です。
図 2 ．新規プロフィール入力画面
図 3 ．ホーム画面
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　• 新規プロフィール入力項目以外にホーム画面のプロフィール変更では、他の利用者との
繋がりを持つ項目として、現住所、出身地、入学年度、クラブ・サークルを追加してい
ます。
　• メンバー検索機能では、出身地、入学年度、クラブ・サークル、学部・学科などの項目
から他の利用者を検索できます。
　• メンバー検索機能では、アクセスをブロックする機能も設けています。
ｂ）日記
　• 日記を記述し、特定または不特定の利用者に公開することで、コミュニケーションを行
うきっかけに利用できます。書き込まれた日記に他の利用者がコメントを記述できます。
　• 日記には、「全体に公開・マイフレンドまで公開・公開しない」から公開する範囲を設定
できます。また、300KB 以下の「JPG、GIF、PNG」形式の画像（写真）も挿入できま
す（図 4 ）。
　• 利用者が記述した日記は、メニューの項目で月毎に閲覧できます。
ｃ）コミュニティ
　• コミュニティは、同じ目的や趣味・嗜好などを持った人が集まる機能として、授業やゼ
ミ、クラブ活動、学内行事などの学内外での様々な活動に利用できます。趣味や関心事、
資格取得や就職活動、地域情報などの共通話題についてのコミュニティが構築されてい
ます。
　• コミュニティを作成するコミュニティ管理者は、コミュニティの内容に応じて、参加条
図 4 ．日記登録画面
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件と公開範囲を以下の 3 つに設定できます（図 5 ）。
　　1）【参加：誰でも参加可能　　　　掲示板：全員に公開】
　　2）【参加：管理者の承認が必要　　掲示板：全員に公開】
　　3）【参加：管理者の承認が必要　　掲示板：コミュニティ参加者にのみ公開】
　• コミュニティ説明文に書かれた内容に賛同した利用者がコミュニティに参加します。
　• 利用者は、キーワードおよびカテゴリで SNS 内に作成されているコミュニティを検索す
ることができます。コミュニティのカテゴリは、現在、以下の 4 つに区分しています（図
6 ）。（※カッコ内は、カテゴリ数）
　　1）キャンパスカテゴリ：課外活動、授業、就職、国際交流・留学、ゼミ、研究、その他
　　2）コミュニティカテゴリ：地域、グルメ、読書、趣味、その他
　　3）学部カテゴリ：学部（13）
　　4）大学院カテゴリ：研究科（10）、専門職大学院（2）
　• コミュニティ管理者は、特定のメンバーの書き込み等を非表示に設定できます。
ｄ）レビュー
　• レビューでは、自分のお気に入りなどを紹介（レビュー）し、他の利用者に見てもらう
ことによって新たな交流ができます。スポーツや書籍、音楽、映画などを話題にしたコ
ミュニケーションに利用できます。
図 5 ．コミュニティ作成画面
図 6 ．コミュニティのカテゴリ
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　• レビューしたい項目「タイトル、説明、著者・作者、掲載 URL、写真」を登録します。
「カテゴリ」を選択し、自分の「感想・評価、満足度」を入力します（図 7 ）。
　• 利用者は、キーワードおよびカテゴリで SNS 内に作成されているレビューを検索するこ
とができます。
　• レビューのカテゴリは、和書、洋書、CDポピュラー、CDクラシック、DVD、ゲーム、
ソフトウェア、エレクトロニクス、キッチン、おもちゃ＆ホビー、スポーツの11区分です。
ｅ）アバター
　• 自身のアバターを登録し、表示することができます（図 8 ）。
図 7 ．レビュー画面
図 8 ．アバターの編集画面
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■ システムの改修事項
○  SSO 認証連携
　• 運用開始当初は、OpenPNE の仕様に基づき、メールアドレスでログインする形式とし
ていました。ログインするメールアドレスは大学のメールアドレスに限定し、大学のメ
ールアドレスで個人を特定していました。
　• 2009年（平成20年）度に、本学の認証基盤（SSO 認証連携）を採用し、ポータルサイト
（インフォメーションシステム）から利用者 ID・パスワードの確認なしでログインでき
るように変更しました。
　• 新規に利用する場合は、プロフィール入力画面に遷移します。既に、関西大学 SNSにア
カウントがあればマイページに遷移します。
　• 本学の利用者 ID を父母・校友にも配付することが検討されており、配付後は、父母・
校友も関西大学 SNS を利用できます。
　• 携帯からのアクセスには、LDAP アクセスによる認証を行っています。
○ ファイルのアップロード・ダウンロード機能の追加
　• コミュニティのトピックやメッセージに画像（JPEG 等）以外のファイルもアップロー
ド・ダウンロードできます（図10）。Microsoft Oﬃ  ce の Word（doc、docx）や Excel
（xls、xlsx）、PowerPoint（ppt、pptx）、PDF、テキスト（txt）のデータをアップロ
ード・ダウンロードできます。
　• また、利用者は、コミュニティのトピックやメッセージに添付されたファイルをダウン
ロードできます。
　• 1 ファイル当たり 5 MBまで、一人当たり総計100MBまでのアップロードを可能に設定
しています。
図 9 ．トップページ
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　• 利用者のホーム画面からは、アップロードしているファイル情報を確認できます。アッ
プロードファイル一覧画面（図11）では、ファイル名・アップ日時、保持期間、使用容
量を確認できます。
　• アップロードしたファイルは、保持期限（360日）を過ぎると削除されます。
　• 利用者が登録されたファイルを削除する機能を設けています。保持期限の14日前になる
と利用者に通知されます。
　• 管理者機能では、容量等の設定が可能です。 1 ユーザがアップロードできるファイル容
量の上限設定やアップロードされたファイルの保持期間の設定が可能です。
　• 保持期間を超過した場合、ファイルは論理削除から物理削除されます。
　• 管理者側で論理削除しているファイルを復活できる機能を設けています。
　• 利用者区分毎の容量制限の変更やアップロードファイルを拡張子で制限する機能を設け
ています。
図10．ファイルアップロード　画面
図11．アップロードファイルの確認画面
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○ 日記とコミュニティのデータバックアップ機能
　• 日記とコミュニティに記述された内容をローカルのパソコンにダウンロードできます（図12）。
　• ダウンロードのデータには、書き込まれた文章データのほか、添付された画像やファイ
ル、他の利用者が書き込んだ全てのコメントなども含まれます。
○ コミュニティへの利用者一括登録機能
　• 授業等でコミュニティを使用する際に、履修者名簿の一覧からコピー＆ペーストするこ
とでコミュニティ参加者を一括登録できます。一括登録機能は、教職員のみに限定して
います。
○ 父母・校友への公開準備
　• 学内のデータベースと連携させ、父母・校友のプロフィール入力項目のデータを取り込
みます。また、父母・校友向けにプロフィール画面を変更しています。
　• メンバーリストの検索条件にメンバーの種別を追加し、学生、教職員、父母、校友別に
検索できます。
○ コミュニティの検索機能の追加（トピック内容の検索）
　• コミュニティのタイトルおよび説明文を対象とした検索に加え、コミュニティ内のトピ
ックに記述された内容も検索できます（図13）。
　• 自身が参加しているコミュニティおよび「全学公開」されているコミュニティの検索が
可能です。但し、閲覧権限のないコミュニティは対象外です。
図12．日記のダウンロード画面
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　• トピックおよびコメント文に記載された内容も検索が可能です。
■現状
　関西大学 SNS の2011年（平成23年） 1 月31日時点での利用者は、3,361名です。
　本学は、学生（学部・大学院）約30,000名、教員（非常勤講師含む）約2,000名、職員約
490名で構成されています。関西大学 SNS の利用者は、全体の約 1 割です。
　利用者の割合は、学生93%、教員 3 %、職員 4 % です。
• 利用者数の月別推移（表 1 ）
月別の利用者数では、新入生が入学した後の 4 月～ 6 月頃に著しく増加しています。
図13．トピック内容の検索
表 1 ．利用者数の月別推移
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•コミュニティ数の月別推移・内訳（表 2 ）
　2011年（平成23年） 1 月31日時点でのコミュニティ数は268です。授業やゼミに関す
るコミュニティが全体の約 6 割を占めています。
• ページビュー（閲覧）数（表 3 ）
　パソコンおよび携帯端末からのページビュー数は、以下の通りです。
表 2 ．コミュニティ数の月別推移
表 3 ．ページビュー数
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■おわりに
　2008年（平成20年）9 月に学内でのサービスを開始し 2 年が経過しました。利用者は3,000
名を超え、利用対象者の全体では約 1 割を占める状況にあります。
　構想時に計画していた、保護者や校友へのサービス提供も検討されており、今後も利用者
が増えていくことが予想されます。また、学生、校友、父母の世代を超えた交流など、これ
までにない本学独自のコミュニティが立ち上がり、人的ネットワークが構築されることを期
待しています。
　一方で、関西大学 SNS は、実名制や関係者以外に公開していないクローズド制の SNS で
す。その特性により、利用者には有益に感じる部分とそうでない部分があり、他の商用サイ
トと使い分けをしていただいているのが現状です。また、他の商用サイトでは、様々な新し
い機能が使用できようになっていることから、関西大学 SNS への要求も高くなっています。
　関西大学 SNS は、これまで多岐に渡るシステム改修を行っています。これらの改修した部
分と新しく追加する機能との整合性を検証し、資源を有効に活用することが運用側に求めら
れています。今後は、利用者からの要求には極力応えると共に、より使いやすい環境の整備
に努めたいと考えています。
